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三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
額
６
、０
１
６
万
円
減�

自
律
の
町
づ
く
り
計
画�

　
合
併
を
選
択
し
な
い
我
が
町
は
、

全
職
員
、
町
民
参
加
で
「
自
律
に

向
け
た
町
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
住
民
が
大
切
に
さ
れ

る
町
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

町
、
住
民
参
加
と
協
働
の
町
を
目

標
と
理
念
に
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。�

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南�

ス
キ
ー
場
民
営
化�

　
国
保
会
計
は
総
額
10
億
３
、
７

５
５
万
円
で
、
退
職
者
の
医
療
費

増
が
影
響
し
、
前
年
度
比
７
・
97

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
料

は
国
保
１
人
年
５
万
４
、
０
０
０

円
、
介
護
（
２
号
被
保
険
者
）
１

人
１
万
７
、
０
０
０
円
で
、
３
年

連
続
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

療
養
給
付
費
の
国
庫
負
担
金
は

給
付
費
の
40
％
で
し
た
が
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
、
国
負
担
を

36
％
引
き
下
げ
、
新
た
に
県
負
担

（
財
政
調
整
交
付
金
）
を
５
％
増

や
し
ま
し
た
。�

国保�

国
民
健
康
保
険
料�

３
年
連
続
据
え
置
き�

　
介
護
保
険
会
計
は
、
９
億
９
、

５
７
７
万
円
で
、
前
年
度
多
く
見

込
み
す
ぎ
た
た
め
、
４
・
36
％
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
給
付
費

の
伸
び
は
、
前
年
度
比
７
・
85
％

増
を
み
て
い
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
軽
減
策
は
、
補
助
率

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
半
額
か
ら

３
分
の
１
助
成
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
低
所
得
者
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
利
用
料
も
６
％
か
ら
10
％

に
な
り
ま
す
。
今
年
は
18
年
度
か

ら
の
介
護
保
険
料
見
直
し
の
年
で

あ
り
、
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し

を
実
施
す
る
年
と
な
り
ま
す
。�

介護�

介
護
保
険
料�

　
　
見
直
し
の
年�

　
今
年
度
の
病
院
運
営
費
補
助
は

１
億
１
、
０
０
０
万
円
で
す
。
療

養
病
床
は
利
用
率
が
高
く
、
１
日

平
均
43
名
の
利
用
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
一
階
外
来
ト
イ
レ
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
と
悪
臭
対
策
の
た
め
、

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。�

病院�

１
階
外
来
ト
イ
レ
の�

改
修
工
事�

　
総
額
は
２
億
４
、
９
９
３
万
円

で
、
寺
石
集
落
の
工
事
で
完
了
と

な
り
ま
す
。�

農排�

今
年
度
で
事
業
終
了�

　
総
額
は
７
億
３
、
５
０
２
万
円

で
秋
成
、
米
原
集
落
の
工
事
に
入

り
ま
す
。�

下水道�

秋
成
、米
原
集
落
の�

工
事
始
ま
る�

　
平
成
17
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
平

成
16
年
度
補
正
予
算
並
び
に
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
等
51
件
、
請
願
３
件
、
陳
情

２
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�
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前
年
度
比
‥
プ
ラ
ス
０
・
１
６
％�

前年度比：マイナス4.8％�

　
平
成
17
年
度
は
「
自
律
に
向
け

た
町
づ
く
り
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト

の
年
で
あ
る
と
共
に
、
町
制
施
行

50
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

先
人
が
「
農
を
以
て
立
町
の
基
と

為
す
」
を
町
是
と
し
、
開
拓
精
神

に
燃
え
な
が
ら
血
と
汗
を
以
っ
て

今
日
の
津
南
町
を
築
き
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
50
周
年

を
祝
い
、
先
人
の
意
志
を
堅
持
し

な
が
ら
弱
者
優
先
・
僻
地
優
先
「
新

た
な
町
づ
く
り
」
の
理
念
と
目
標

を
基
本
に
「
新
生
津
南
町
」
の
創

造
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
が
、
自

律
す
る
津
南
町
を
構
築
で
き
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。�

�

２
０
０
５
年
度
の
地
方
財
政
計

画
は
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見

直
す
三
位
一
体
の
全
体
像
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
地
方
交
付

税
は
、
総
額
に
お
い
て
前
年
度
と

同
水
準
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
23
・
１
％
削
減

さ
れ
、
実
質
的
な
総
額
は
４
・
５

％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前

年
度
ほ
ど
の
削
減
で
は
な
い
と
し

て
も
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
般
財

源
化
に
伴
う
減
と
合
わ
せ
厳
し
い

予
算
編
成
を
強
い
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
三
位
一
体
の
改
革

の
原
点
は
、
地
方
分
権
の
促
進
に

あ
る
は
ず
が
、
国
の
補
助
金
削
減

と
税
源
移
譲
に
大
き
な
乖
離
が
あ

り
、
国
の
財
政
悪
化
を
地
方
に
転

嫁
す
る
や
り
方
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
に
強
い
不
信
感
を
覚
え
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い

て
も
国
の
動
向
に
十
分
注
意
し
、

地
方
の
主
張
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図

り
な
が
ら
、
前
年
度
に
対
し
マ
イ

ナ
ス
10
％
の
歳
出
削
減
を
行
う
こ

と
と
し
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

三
役
・
教
育
長
給
与
の
10
％
削
減

な
ど
７
、
４
０
０
万
円
程
度
の
人

件
費
抑
制
を
図
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。�

�

施
策
に
つ
い
て
は
、
入
札
制
度

の
一
元
化
と
入
札
監
視
制
度
の
実

施
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
イ
ス

で
乗
車
で
き
る
軽
自
動
車
を
購
入
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
策
で

の
補
助
率
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。�

�

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
は
、
医
療

法
人
財
団
光
善
会
グ
ル
ー
プ
と
運

営
に
つ
い
て
詰
め
て
お
り
、
マ
ウ

ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
は
、
継
続
を

前
提
に
民
間
委
託
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
会
を
は

じ
め
町
民
各
位
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
所
信
の

表
明
と
い
た
し
ま
す
。�
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自律に向けた�
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一
般
会
計
は
、
54
億
５
、０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比

４
・
８
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
と
地
方
の
税
財
政
の
見
直
し

で
。
昨
年
に
続
き
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
全
体
像
が
示
さ
れ
、
老

人
保
護
措
置
費
負
担
金
３
、
１
７

５
万
円
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
措
置

費
）
や
介
護
予
防
、
生
活
支
援
事

業
の
除
雪
費
３
１
４
万
円
な
ど
19

項
目
１
億
２
、
８
１
３
万
円
の
国

庫
補
助
負
担
金
が
削
減
さ
れ
、
一

般
財
源
化
と
な
り
ま
し
た
。
所
得

譲
与
税
と
し
て
の
税
源
移
譲
は
、

４
、
３
５
６
万
円
で
不
足
分
は
地

方
交
付
税
で
措
置
す
る
と
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
影
響
額
は
６
、０
１

６
万
円
も
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

�

地
方
交
付
税
は
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
総
額
が
確
保
さ
れ
、
26
億
円
で

見
込
み
ま
し
た
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
23
・
１
％
削
減
さ
れ
、総
額

で
４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
各
課
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
入
札
行
為
は
、
今
年
度
よ

り
総
務
課
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

災
害
復
旧
な
ど
小
規
模
工
事
か
ら

入
札
、
契
約
に
か
か
わ
る
も
の
は

す
べ
て
行
わ
れ
ま
す
。�

�

監
査
委
員
に
よ
る
入
札
監
視
制

度
を
本
年
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

公
明
性
、
透
明
性
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

　
昨
年
か
ら
ス
キ
ー
場
の
継
続
運

営
に
、
民
間
業
者
を
募
集
し
て
き

ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
は
、
㈱

ク
ロ
ス
マ
イ
ル
に
運
営
委
託
を
行

う
こ
と
と
な
り
、
ス
キ
ー
場
特
別

会
計
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
町
民
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
、

国
体
選
手
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
ま
で
津
南
の
若
人
を
育
て
て
き

た
拠
点
施
設
で
あ
り
、
教
育
的
意

義
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
、

一
般
会
計
よ
り
委
託
費
と
し
て
１
、

０
０
０
万
円
、
用
地
借
上
料
４
８

０
万
円
、
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
維
持

管
理
委
託
料
１
６
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。�

〝
ハ
イ
〞
の
返
事
が
と
て
も
か
わ
い
い�
   

新
一
年
生�

か
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中
高
一
貫
校
推
進
協
議
会
の

予
算
が
な
い
。
ま
た
、
18
年
度
設

立
の
場
合
募
集
停
止
が
心
配
さ
れ

る
。�

　  

16
年
度
に
つ
い
て
は
負
担
金

を
郡
市
内
各
市
町
村
か
ら
頂
い
た
。

協
議
会
が
年
３
回
、
ま
た
視
察
研

修
を
計
画
を
し
た
が
、
県
の
進
展

が
な
く
１
回
だ
け
協
議
会
を
行
っ

た
。
繰
越
金
が
十
分
残
っ
て
お
り

運
用
で
き
る
見
通
し
で
あ
り
、
負

担
金
は
お
願
い
し
な
い
。
３
ヵ
年

は
津
南
校
へ
の
選
択
肢
が
な
く
、

募
集
を
停
止
し
な
い
よ
う
県
に
十

分
伝
え
て
あ
り
、
県
も
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
、
昨
日
県
議
会
総

文
委
員
会
に
お
い
て
決
定
の
発
表

が
あ
り
、
18
年
度
か
ら
募
集
停
止

と
な
っ
た
。
今
年
度
は
重
要
な
一

年
で
、
県
よ
り
早
い
時
期
に
説
明

会
を
開
く
よ
う
要
請
し
た
。�

���

　  

新
年
度
か
ら
後
継
者
配
偶
者

対
策
協
議
会
（
15
名
）
が
な
く
な

り
結
婚
相
談
員
（
９
名
）
と
一
緒

に
す
る
と
の
こ
と
、
対
策
協
議
会

の
事
業
は
結
婚
相
談
員
に
引
き
継

ぐ
の
か
。
ま
た
、
今
ま
で
の
成
果

は
。�

　  

今
ま
で
は
、
後
継
者
配
偶
者

対
策
協
議
会
、
結
婚
相
談
員
と
二

つ
の
組
織
が
あ
り
、
お
互
い
の
連

携
に
課
題
が
あ
っ
た
。
17
年
度
か

ら
一
本
化
し
10
名
で
結
婚
相
談
員

と
し
て
の
活
動
を
願
う
。
報
酬
は

減
額
し
、
一
人
４
万
円
で
お
願
い

す
る
。
ま
た
、
成
果
に
つ
い
て
は
、

ふ
れ
あ
い
事
業
で
、
毎
年
一
組
く

ら
い
。
そ
れ
以
外
は
、
地
道
な
活

動
で
あ
る
が
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

相
談
員
な
し
で
は
こ
の
事
業
が
円

滑
に
進
ま
な
い
。�

���

　  

森
林
保
育
委
託
料
の
中
身
と

森
林
整
備
地
域
活
動
交
付
金
お
よ

び
、
事
業
の
中
身
は
。�

　  

林
業
振
興
費
の
保
育
委
託
料

は
昭
和
61
〜
62
年
植
栽
の
町
有
林

が
下
日
出
山
に
20�
ha
あ
る
が
、
そ

の
後
手
入
れ
も
な
く
、
今
年
度
５

ha
を
除
間
伐
と
作
業
道
整
備
を
こ

の
事
業
で
行
う
。
森
林
交
付
金
は

１
ha
１
万
円
で
あ
り
、
昨
年
か
ら

対
象
面
積
が
１
、０
０
０
ha
と
な
っ

た
。
生
産
森
林
組
合
共
有
林
を
対

象
に
森
林
組
合
が
一
括
受
領
し
行

う
。
交
付
金
を
有
効
活
用
し
成
果

を
上
げ
る
た
め
、
計
画
的
な
森
林

整
備
が
必
要
だ
。
町
単
の
豊
か
で

美
し
い
森
林
整
備
事
業
と
一
緒
に

し
て
、
地
域
ご
と
に
除
間
伐
、
枝

打
ち
な
ど
に
あ
て
る
。�

18年度中等教育校としてスタートの津南高校�

改修される竜ヶ窪水道（冬のポンプ室）�

3月15日、予算案に対し一般会計と特別会計について�

自由質議を行いました。その一部を掲載します。�

特別会計は、一括して�

質議を行いました。�

1717年度予算総額年度予算総額�
前年度対比前年度対比2.092.09％減の％減の�
17年度予算総額�

124億0,279万円�124億0,279万円�
前年度対比2.09％減の�

会計別�

一　　　般�

国　　　保�

老 人 保 健�

介 護 保 険�

下水道事業�

農 業 排 水 �

簡 易 水 道 �

病 院 事 業 �

合　　計�

54億5,000万円�

10億3,755万2千円�

15億6,024万9千円�

9億9,577万円�

7億3,502万9千円�

2億4,993万2千円�

3億1,170万3千円�

20億6,255万5千円�

▲4.82

7.97

2.08

▲4.36

0.45

▲21.70

46.60

▲0.26

124億0,279万円� ▲2.09

予算額� 前年比（％）�

答� 問�答� 問�答� 問�
配
偶
者
対
策
と�

活
動
の
成
果
は�

森
林
保
育
と
森
林
整
備�

地
域
活
動
支
援
事
業
は�

中
高
一
貫
校
の
予
算
と �

18
年
度
か
ら
の
募
集
は�

���

　  

税
制
改
正
は
、
高
齢
者
ね
ら

い
打
ち
の
増
税
だ
。
老
年
者
控
除

な
ど
の
７
項
目
に
つ
い
て
は
町
税

や
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。�

　  

16
年
度
改
正
で
、
配
偶
者
特

別
控
除
は
本
年
度
か
ら
専
業
主
婦

の
特
別
控
除
が
廃
止
と
な
る
。
申

告
時
期
で
あ
り
対
象
人
数
は
今
は

分
ら
な
い
。
配
偶
者
の
住
民
税
均

等
割
非
課
税
廃
止
は
、
今
年
度
２

分
の
１
と
な
り
、
18
年
度
か
ら
全

廃
と
な
る
。
対
象
者
は
１
、
０
２

０
人
で
、
影
響
額
は
１
５
３
万
円

で
あ
る
。
分
離
長
期
譲
渡
所
得
１

０
０
万
円
特
別
控
除
は
、
今
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
65
歳
以
上
の

老
年
者
控
除
50
万
円
の
廃
止
は
、

来
年
度
の
申
告
か
ら
適
用
と
な
る
。

公
的
年
金
控
除
の
縮
減
は
、
18
年

度
か
ら
で
、
３
３
０
万
円
収
入
で

１
２
０
万
円
控
除
と
な
る
。
定
率

減
税
は
、
17
年
度
改
正
見
通
し
で

17
年
所
得
か
ら
半
減
と
な
り
、
影

響
は
、
住
民
税
１
、４
０
０
万
円
、

所
得
税
１
、
９
０
０
万
円
、
合
計

３
、３
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。
65

歳
以
上
の
所
得
１
２
５
万
円
以
下

は
、
非
課
税
で
あ
っ
た
が
、
18
年

度
か
ら
廃
止
と
な
る
。
対
象
者
は
、

４
、０
８
１
人
で
あ
る
。�

税
制
改
正
は �

高
齢
者
へ
の
増
税
だ�

���

　  

職
員
厚
生
会
補
助
金
が
昨
年

よ
り
50
万
円
増
額
で
、
１
６
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
、

厚
生
会
と
互
助
会
の
違
い
は
。
ま

た
、
大
阪
市
の
互
助
会
報
道
に
つ

い
て
は
。�

　
　
職
員
の
事
業
費
補
助
で
あ
り
、

退
職
時
の
記
念
品
等
で
あ
る
。
今

回
の
厚
生
費
は
、
16
年
３
月
31
日

付
け
退
職
者
９
名
分
で
あ
り
、
17

年
度
に
手
当
て
し
て
い
る
。
会
費

は
町
長
以
下
全
職
員
給
与
の
０
・

３
％
徴
収
し
て
い
る
。
厚
生
会
と

互
助
会
は
同
じ
で
あ
る
。
大
阪
市

の
報
道
さ
れ
た
批
判
は
承
知
し
て

い
る
。
今
後
の
改
善
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。�

職
員
厚
生
会
補
助
金
と�

職
員
互
助
会
と
は�

答� 問�答� 問�

������

　   

農
業
集
落
排
水
施
設
台
帳
と

は
ど
ん
な
も
の
か
、
ま
た
、
台
帳

作
成
は
職
員
で
出
来
な
い
の
か
。

今
後
の
つ
な
ぎ
込
み
推
進
と
公
共

施
設
の
つ
な
ぎ
込
み
状
況
は
。�

�
  

今
年
度
で
農
排
は
完
了
予
定

で
あ
り
、
各
戸
の
つ
な
ぎ
込
み
台

帳
整
理
で
あ
る
。
測
量
の
関
係
も

あ
り
、
職
員
で
は
出
来
な
い
。
積

極
的
に
説
明
会
な
ど
に
出
向
き
、

つ
な
ぎ
込
み
の
促
進
と
啓
発
を
図

り
た
い
。
17
年
度
は
、
そ
だ
き
苑

の
つ
な
ぎ
込
み
を
予
定
。�

農
業
集
落
排
水
施
設�

台
帳
作
成
と
は�

答�

問�

������

　   

町
営
水
道
加
入
要
望
が
あ
る

が
、
な
か
な
か
対
応
し
て
く
れ
な

い
。
加
入
規
定
が
あ
る
の
か
。�

�
  

数
年
前
町
営
水
道
の
一
本
化

を
進
め
た
。
上
郷
逆
巻
地
域
で
、

組
合
管
理
が
大
変
に
な
り
、
町
営

水
道
に
加
入
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
対
応
す
る
よ
う
事
務
方

に
指
示
し
て
あ
る
。
近
々
中
に
対

応
す
る
。�

簡
易
水
道
加
入
要
望
に�

な
か
な
か
対
応
し
な
い
が�

答�

問�

������

　   

経
済
的
な
こ
と
や
、
年
金
減

少
な
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

医
療
費
の
未
収
金
が
あ
る
か
、
な

い
か
。
ま
た
、
健
康
保
険
法
で
不

払
い
患
者
へ
の
督
促
や
努
力
し
て

も
回
収
で
き
な
い
場
合
、
公
的
保

険
運
営
者
に
請
求
で
き
る
と
あ
る

が
、
請
求
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。�

�
  

過
年
度
分
が
１
２
０
万
円
〜

１
３
０
万
円
く
ら
い
未
収
と
な
っ

て
い
る
。
公
的
保
険
運
営
者
に
請

求
は
し
て
な
い
。
未
納
者
に
は
定

期
的
に
請
求
書
や
電
話
な
ど
で
、

回
収
努
力
を
し
て
い
る
。�

病
院
医
療
費
の�

未
収
金
は
あ
る
か�

答� 問�

会�

一�

計�

般�

会�

特�

計�

別� 議�案� 議�審�
由�質�疑�自�

簡�
易
水
道
会
計�

病�
院
会
計�

農�
業
集
落
排
水
会
計�
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町森林組合第２食品工場内�

民営化されるのか、地域活性化センター�

早期改良を強く要望�

お
待
ち
ど
う
さ
ま
、�

　
　
あ
た
た
か
い
配
食
弁
当
で
す�

危
険
回
避
の
た
め
早
期
改
良
を
望
む�

（
町
道
足
滝
地
内
）�

冬
期
も
大
忙
し
の
森
林
組
合�

家まで連れてッてもらえるかの～。�

�����

　
　
国
県
の
交
付
金
、
補
助
金
削

減
、
公
共
工
事
削
減
を
受
け
、
町

道
改
良
へ
の
影
響
は
。�

　
　
　
県
土
木
部
一
般
公
共
事
業

12
・
２
％
減
、
県
単
事
業
15
・
１
％

減
で
あ
り
、
国
県
道
に
つ
い
て
は

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
当
町
に
お

い
て
は
国
庫
補
助
事
業
が
な
く
、

直
接
的
な
影
響
は
な
い
。
新
規
３

路
線
、
継
続
７
路
線
を
、
過
疎
債
、

電
源
立
地
交
付
金
を
充
当
す
る
。

今
後
は
有
利
な
財
源
を
充
当
し
計

画
的
に
進
め
た
い
。�

国
県
の
公
共
工
事
削
減
の�

な
か
町
道
改
良
は�

町長施政方針及び�
予算編成の基本方針に�
町長施政方針及び�
予算編成の基本方針に�

津
端
眞
一 

議
員�

問�町�

長�

�����

　
　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
除

排
雪
メ
ニ
ュ
ー
が
一
般
財
源
化
さ

れ
た
の
は
、
雪
国
に
対
す
る
国
の

支
援
の
後
退
だ
。
町
と
し
て
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
除
雪
支
援

の
強
化
を
。�

　
　
　
昭
和
56
年
か
ら
町
単
施
策

と
し
て
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

障
害
者
、
母
子
世
帯
を
含
め
支
援

し
て
き
た
。
国
の
財
政
措
置
が
な

く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
支
援

を
打
ち
切
る
つ
も
り
は
な
い
。�

三
位
一
体
の
改
革
で
除
雪�

支
援
は
ど
う
な
る
の
か�

藤
ノ
木
浩
子 

議
員�

問�町�

長�

�����

　
　
65
歳
以
上
の
単
身
老
人
世
帯

は
３
１
９
戸
と
な
っ
て
い
る
。�

�

食
事
会
、
懇
話
会
を
開
く
と
か
、

訪
問
し
て
話
を
す
る
、
相
談
に
の

る
な
ど
対
応
し
て
ほ
し
い
。�

　
　
　
見
守
り
は
民
生
委
員
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を

広
げ
な
が
ら
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

の
生
活
に
対
応
す
る
施
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。�

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に�

暖
か
い
手
立
て
を�

大
口
　
武 

議
員�

問�町�

長�

�����

　
　
卯
ノ
木
、
豊
船
橋
間
の
工
事

は
継
続
事
業
で
あ
り
、
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。�

　
　
　
特
定
継
続
事
業
と
し
て
や
っ

て
き
た
が
、
地
震
災
害
の
た
め
遅

れ
て
い
る
。
17
年
度
予
算
も
厳
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
継
続
事
業

で
あ
り
、
全
線
改
良
に
は
、
ま
だ

調
整
が
必
要
。
県
に
要
望
し
て
行

く
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
。�

主
要
地
方
道
の
工
事
は�

ど
う
か�

五
十
嵐
英
教 

議
員�

問�町�

長�

�����

　
　
人
口
減
少
社
会
で
の
勇
気
あ

る
決
断
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
、
方
策
は
あ
る
の
か
。�

　
　
　
新
た
な
起
業
家
へ
の
支
援
、

観
光
振
興
に
よ
る
、
流
動
人
口
の

増
加
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
な
ど
雇
用
機
会
の
増
加
に
繋

が
る
各
種
施
策
、
新
た
な
町
づ
く

り
計
画
の
具
体
化
を
進
め
、
津
南

に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
そ
ん
な
風

に
思
え
る
町
が
雇
用
創
出
に
な
る
。�

人
口
１
３
、０
０
０
人�

達
成
へ
の
雇
用
対
策
は�

大
平
謙
一 

議
員�

問�町�

長�

�����

　 

自
律
に
向
け
た
町
づ
く
り
、人

口
増
と
雇
用
対
策
、企
業
誘
致
は
。�

　
　
　
特
産
品
の
販
売
会
社
の
設

立
、
野
菜
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

の
設
立
、
農
地
流
動
化
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
新
規
就
農
者
の
育
成
と

農
林
業
の
振
興
で
雇
用
の
拡
大
を

図
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
観

光
振
興
に
よ
る
流
動
人
口
の
増
加

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立

と
雇
用
機
会
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
人
口

増
加
、
雇
用
対
策
を
意
識
し
な
が

ら
、
各
種
の
報
告
を
ま
と
め
た
。�

人
口
増
の
具
体
的
な�

実
行
は�

草
津
　
進 

議
員�

問�町�

長�

�����

　
　
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
現
在
無
料

で
あ
る
が
、
受
益
と
負
担
の
観
点

か
ら
利
用
者
に
い
く
ら
か
の
運
行

費
の
負
担
を
お
願
い
し
て
は
ど
う

か
。�

�

　
　
　
　  

運
賃
を
正
式
に
取

る
こ
と
は
道
路
運
送
法
の
関
係
で

難
し
い
。
自
律
推
進
計
画
や
地
域

交
通
策
定
委
員
会
で
今
後
の
改
善

の
方
向
を
研
究
し
て
い
る
の
で
、

提
言
を
含
め
再
検
討
し
て
行
き
た

い
。�

ひ
ま
わ
り
バ
ス
利
用
者
は�

運
行
費
一
部
負
担
を�

藤
ノ
木
富
有 

議
員�

問�総�

務�

課�

長�

�����
　
　
町
に
お
け
る
景
気
低
迷
と
雇

用
環
境
の
改
善
が
見
え
な
い
。
具

体
策
と
、
町
中
心
地
の
空
店
舗
へ

の
取
り
組
み
は
。�

　
　
　
地
場
産
品
の
開
発
販
売
や

新
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
討
中
の
方
々
も
お
り
、
新
潟
県

創
造
機
構
と
連
携
を
図
り
、
支
援

も
考
え
て
い
る
。
空
店
舗
も
今
期

１
社
入
る
予
定
、
若
干
で
あ
る
が

改
善
の
方
向
が
見
え
て
き
た
。�

町
の
景
気
低
迷
、�

雇
用
環
境
の
改
善
策
は�

吉
野
　
徹 

議
員�

問�

問�
町�

長�

�����

　
　
自
律
に
向
け
て
の
縮
減
予
算

で
あ
り
、
現
状
維
持
の
感
を
免
れ

な
い
が
、
予
算
編
成
上
の
留
意
点

と
、
本
町
発
展
の
た
め
の
核
心
点

と
な
る
重
点
施
策
、
並
び
に
そ
れ

に
伴
う
予
算
配
分
は
。�

　
　  

健
全
財
政
の
堅
持
を
図
り

な
が
ら
、
負
担
の
軽
減
に
努
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
創
意
工
夫
に

よ
る
進
化
し
た
施
策
で
、
新
た
な

町
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。�

本
町
発
展
の
重
点
施
策
と�

予
算
配
分
は 伊

林
康
男 

議
員�

町�

長�

質疑�
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老
人
医
療
費
有
料
化
の
象
徴
と

し
て
老
人
入
院
見
舞
金
制
度
の
創

設
等
の
何
ら
か
の
支
援
措
置
が
あ

る
ま
で
当
会
計
に
反
対
を
し
て
き

た
。
要
求
は
間
違
っ
て
い
る
と
は

考
え
な
い
が
、
新
た
な
財
政
負
担

に
な
る
の
で
一
時
休
止
す
る
。
ひ

と
り
暮
し
老
人
対
策
を
約
束
さ
れ

た
こ
と
で
も
あ
り
、
特
会
そ
の
も

の
に
問
題
は
な
く
賛
成
す
る
。�

　
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

へ
の
取
り
組
み
、
特
に
子
供
た
ち

が
生
き
生
き
育
つ
町
と
し
て
の
環

境
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
将

来
を
担
う
夢
と
希
望
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
「
継
続
は
力
な
り
」
家
族

の
た
め
、
地
球
の
た
め
を
テ
ー
マ

と
し
た
新
生
津
南
町
、
人
口
の
増

加
と
若
者
定
着
と
い
う
最
大
の
目

標
に
向
か
っ
た
予
算
に
賛
成
す
る
。�

世界で一枚の卒業証書�

新
た
に
設
置
さ
れ
た
自
動
受
付
機�

一般会計�一般会計�

国保会計�老保会計� 国保会計�

介護保険会計�簡易水道会計�介護保険会計�簡易水道会計�

病
院
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計�

病
院
事
業
会
計�

老保会計�
賛
成
討
論
　
　 

大 

口
　  

武�

　
医
師
不
足
が
続
く
な
か
、
町
民

の
方
々
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
を
柱
と
し
た

出
前
健
康
講
座
、
糖
尿
病
教
室
、

禁
煙
外
来
、
さ
ら
に
は
週
１
回
の

延
長
診
療
と
診
療
体
制
の
充
実
と

と
も
に
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
勢
、
町
民

が
安
心
し
て
住
め
る
町
の
た
め
の

予
算
に
賛
成
す
る
。�

賛
成
討
論
　
　 

草 

津
　  

進�

　
ど
の
自
治
体
病
院
に
お
い
て
も
、

慢
性
的
な
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
お

り
、
津
南
病
院
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
い
。
各
種
健
康
講
座
等
生

活
習
慣
病
に
対
す
る
予
防
医
学
の

面
で
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
昨
年
と
同
額
の
繰

り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
が
、
医
療

機
器
の
更
新
等
を
踏
ま
え
、
経
営

改
善
の
努
力
が
う
か
が
え
る
。�

賛
成
討
論
　
　 
河
田
　
強
一�

　
運
営
費
に
１
億
１
千
万
円
補
助

さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
１
万
２
千

人
の
一
人
一
人
が
、
町
民
の
す
ぐ

近
く
に
病
院
が
あ
る
と
い
う
「
安

心
料
」
と
考
え
て
い
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
自
立
し
、
人
口
増
加
を

目
指
す
町
と
し
て
、
病
院
の
な
い

町
は
考
え
ら
れ
な
い
。
町
民
医
療

の
中
心
と
し
て
、
充
実
と
ご
努
力

を
願
い
事
業
会
計
に
賛
成
と
す
る
。�

賛
成
討
論
　
　 

根
津
　
勝
幸�

　「
弱
者
優
先
」
を
貫
く
な
ら
ば
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
半
額
助
成

の
継
続
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
利
用

料
３
％
軽
減
を
実
行
す
べ
き
で
あ

る
。
国
の
制
度
見
直
し
で
、
今
年

10
月
か
ら
は
施
設
利
用
料
が
年
約

40
万
円
も
負
担
増
と
な
る
方
が
い

る
。
国
民
に
負
担
増
と
給
付
削
減

を
押
し
つ
け
る
改
革
案
に
反
対
し

社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
改
革
を
。�

反
対
討
論
　
　 

藤
ノ
木
浩
子�

　
竜
ケ
窪
水
道
施
設
は
44
年
余
り

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
関
係
地
域
か
ら
早
期
の
施
設

整
備
が
要
望
さ
れ
て
き
た
が
、
国

庫
補
助
事
業
が
採
択
さ
れ
、
本
年

度
施
設
の
改
良
工
事
が
実
施
と
な

っ
た
。�

�

日
常
生
活
に
お
け
る
水
道
水
需

要
の
増
大
に
対
応
し
、
安
全
、
安

定
を
目
指
す
本
予
算
に
賛
成
す
る
。�

賛
成
討
論
　
　 

涌
井
　
幸
一�

　
深
刻
な
不
況
が
続
き
、
医
療
費

は
高
騰
し
、
被
保
険
者
は
負
担
増

の
状
況
に
あ
る
が
、
今
年
度
の
給

付
見
込
み
は
、
療
養
、
老
人
、
介

護
保
険
と
も
に
伸
び
て
い
る
が
、

一
般
会
計
や
基
金
の
繰
入
れ
に
よ

っ
て
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た
任
意

給
付
で
も
健
康
教
育
や
人
間
ド
ッ

ク
等
の
給
付
改
善
が
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
努
力
に
賛
意
を
示
す
。�

賛
成
討
論
　
　 

樋
口
　
松
雄�

賛
成
討
論
　
　 

草 

津
　  

進�

　
先
行
き
不
透
明
感
の
あ
る
三
位

一
体
改
革
の
な
か
、
健
全
財
政
の

堅
持
が
必
要
。
４
・
８
％
の
減
額

予
算
で
は
あ
る
が
、
昨
今
の
経
済

情
勢
で
は
致
し
方
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の

民
間
委
託
や
、
人
件
費
の
抑
制
等

に
よ
り
歳
出
削
減
を
行
う
な
か
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
、
最
善
の
努
力
が
う
か
が

え
る
。�

賛
成
討
論
　
　 

河
田
　
強
一�

　
三
位
一
体
改
革
で
と
り
あ
え
ず

17
・
18
年
度
の
地
方
交
付
税
等
は

確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
後
は
削
減
の
意
味
で
あ
る
。�

�

苦
し
い
の
は
国
や
町
の
財
政
よ

り
町
民
の
暮
ら
し
で
あ
り
、
削
減

を
許
さ
な
い
取
り
組
み
が
必
要
だ
。�

�

町
づ
く
り
報
告
で
は
、
町
民
が

真
に
必
要
な
事
業
の
た
め
に
財
源

を
生
み
出
す
努
力
を
評
価
す
る
。�

賛
成
討
論
　
　 

大 

口
　  

武�
論�討�
（各会計）�

討　　論討　　論
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町
は
農
業
が
最
大
の
産
業
で

あ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
２
０
０

０
年
か
ら
２
０
１
０
年
の
10
年
間

で
75
歳
未
満
の
農
業
従
事
者
は
半

減
す
る
と
の
予
測
も
あ
る
。
当
町

と
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
深
刻
な

事
態
が
予
測
さ
れ
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
。�

特
に
独
身
男
性
の
配
偶
者
不
足
の

解
消
は
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

現
在
我
が
国
に
８
万
人
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
女
性
が
芸
能
人
と
し
て
来
日

し
、
居
酒
屋
や
ク
ラ
ブ
等
で
働
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
か
ら
「
人

身
売
買
の
温
床
」
に
な
る
と
の
批

判
も
あ
り
、
政
府
は
全
国
で
９
千

軒
あ
る
と
言
わ
れ
る
俗
に
言
う
「
フ

ィ
リ
ピ
ン
パ
ブ
」
で
働
く
女
性
の

入
国
に
、
規
制
を
強
化
す
る
と
発

表
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
第

２
の
労
働
派
遣
国
で
あ
り
、
そ
の

経
済
的
な
被
害
は
大
き
く
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
調
査
も
し
な
い
で

突
然
の
決
定
に
反
発
し
、
今
両
国

間
の
国
際
問
題
に
も
な
り
か
ね
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国

は
単
純
労
働
者
の
海
外
か
ら�

の
受
け
入
れ
は
認
め
て
お
ら
ず
、�

農
業
研
修
と
し
て
受
け
入
れ
の
で

き
る
特
区
の
申
請
を
提
案
す
る
。

尚
、
町
内
の
外
国
人
花
嫁
は
何
名

か
。
そ
の
内
農
業
従
事
者
は
。�

�

　
　 

外
国
よ
り
の
花
嫁
は
68

名
、
う
ち
８
名
は
帰
化
し
て
い
る
。�

特
区
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。�

���

　  

公
共
工
事
の
入
札
は
落
札
率

が
高
す
ぎ
る
。
新
潟
市
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
入
札
に
は
談
合
が

行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

自
律
の
町
と
し
て
は
予
算
の
無
駄

の
な
い
使
い
方
、
ま
た
、
小
さ
な

企
業
で
も
元
請
け
が
で
き
る
入
札

制
度
改
革
が
必
要
。
談
合
等
に
関

す
る
違
約
金
条
例
は
２
０
０
１
年

４
月
施
行
の
入
札
契
約
適
正
化
法

に
基
づ
く
適
正
化
指
針
で
「
努
力

規
定
」
に
な
っ
て
い
る
。
我
が
町

で
も
抑
止
力
と
し
て
取
り
入
れ
る

べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考
え
は
。�

　
　 

　
入
札
事
務
の
一
元
化
は

４
月
よ
り
実
施
す
る
。
入
札
監
視

制
度
は
県
内
で
３
市
の
み
で
あ
る
。

十
日
町
市
、
南
魚
沼
市
な
ど
は
、

監
査
委
員
に
よ
る
職
務
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に

鑑
み
、
入
札
監
視
は
監
査
委
員
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
現
実
的

と
考
え
る
。
入
札
な
ど
に
対
す
る

違
約
金
な
ど
、
契
約
条
項
を
契
約

書
に
規
定
し
て
い
る
町
村
も
少
数

で
あ
る
。�

�

入
札
率
97
％
98
％
が
高
す
ぎ
る

と
の
指
摘
で
あ
る
が
、
予
定
価
格

は
設
計
価
格
よ
り
か
な
り
落
す
場

合
が
あ
り
、
逆
に
50
％
60
％
で
は

お
か
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
公

平
性
、
透
明
性
は
大
事
な
こ
と
で
、

そ
れ
ら
を
確
保
し
て
い
く
。�

　
　 

　
電
子
入
札
で
落
札
率
を

下
げ
た
所
も
あ
る
。
し
わ
寄
せ
は

下
請
に
行
き
、
良
質
な
完
成
品
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。�

公共事業に入札監視員制度の導入を公共事業に入札監視員制度の導入を�公共事業に入札監視員制度の導入を�

大 平　謙 一 議員�河 田　強 一 議員�

町長：監査委員による入札監視を４月から�

問�町
長�

助
役�

入
札
の
落
札
率�

高
す
ぎ
な
い
か�

���

　  

こ
の
豪
雪
に
よ
る
被
害
状
況

と
、
今
後
消
雪
遅
れ
に
よ
る
春
作

業
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
消
雪
対
策
に
つ
い
て
町

の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、
豪
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
な
か
っ
た
訳
は
。�

　
　 

　
こ
れ
ま
で
把
握
し
て
い

る
関
係
で
は
、
負
傷
者
が
２
件
、

建
物
の
関
係
で
は
４
件
あ
り
、
津

南
小
で
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
た
。

個
人
に
お
い
て
も
、
不
在
者
の
作

業
場
が
倒
壊
し
た
。
学
校
で
は
集

団
下
校
、
給
食
後
の
下
校
、
部
活

中
止
等
の
処
置
を
行
っ
た
。�

　
３
月
の
降
雪
、
気
温
等
に
よ
っ

て
、
消
雪
時
期
が
異
な
っ
て
く
る
。

農
協
で
も
消
雪
剤
散
布
の
希
望
も

取
り
、
消
雪
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
農
道
除
雪
は
、
農
協
と
調

整
を
行
い
な
が
ら
３
月
の
上
旬
か

ら
除
雪
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

春
に
ん
じ
ん
は
業
者
で
の
ほ
場
除

雪
を
行
い
、
収
穫
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。
苗
代
関
係
で
も
消
雪
促

進
に
努
め
て
頂
き
、
町
で
実
施
す

る
場
合
は
４
月
１
日
の
積
雪
状
況

が
１
ｍ
以
上
の
場
合
で
、
か
つ
て

県
も
対
応
を
し
て
き
た
が
、
恒
常

的
な
施
策
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

本
年
の
状
況
に
よ
っ
て
は
県
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
月
の
気
象
条
件
に

注
視
し
て
い
く
。
豪
雪
対
策
本
部

は
地
震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
地

域
に
お
い
て
は
２
次
災
害
が
懸
念

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
早
め
に
設
置

さ
れ
た
。
本
町
で
は
、
地
震
に
よ

る
２
次
災
害
は
心
配
が
な
い
と
の

こ
と
か
ら
設
置
し
な
い
と
し
た
。�

1919年ぶ年ぶりの豪雪被害状況と消雪対策はの豪雪被害状況と消雪対策は�19年ぶりの豪雪被害状況と消雪対策は�
町長：状況によって県と調整しながら進める�

問�町
長� 消

雪
遅
れ
が�

農
作
業
に
影
響�

村 山　久 一 議員�

構造改革特区構造改革特区  申請の考えは申請の考えは�構造改革特区  申請の考えは�
町長：特区につ いては検討する�

問�

町
長�

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性�

農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ�

適正な入札での公共工事�

言葉のキャッチボールで頑張る花嫁さん�

早く出て来い春人参�

一般質問一般質問
津南町議会だより
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平
成
18
年
度
津
南
高
校
を
活

用
し
た
２
ク
ラ
ス
制
80
名
募
集
の

一
貫
校
が
ス
タ
ー
ト
予
定
。
募
集

児
童
は
現
在
の
小
学
校
５
年
生
か

ら
対
象
と
さ
れ
、
開
校
時
に
は
津

南
高
校
受
験
が
不
可
能
に
な
る
。�

�

津
南
高
校
の
募
集
を
停
止
せ
ず
、

３
年
間
募
集
継
続
が
で
き
な
い
も

の
か
。
併
せ
て
一
貫
校
中
等
部
と

町
立
中
学
校
の
教
育
格
差
も
心
配

さ
れ
る
。
更
に
、
入
学
し
た
児
童

生
徒
の
交
通
手
段
、
通
学
費
補
助

の
進
め
方
は
。�

　
　
　 

　
開
校
時
の
津
南
高
校

継
続
募
集
は
難
し
い
。
一
貫
校
中

等
部
と
町
立
中
学
校
の
教
育
格
差

は
生
じ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

�

ま
た
、
入
学
時
の
生
徒
配
分
は

個
人
の
進
路
選
択
で
決
定
さ
れ
、

交
通
手
段
や
交
通
費
補
助
は
所
在

の
市
町
村
の
対
応
と
考
え
る
。�

��

　
　
平
成
11
年
配
布
さ
れ
た
町
の

防
災
の
し
お
り
や
各
種
の
制
度
、

手
続
き
等
、
新
た
に
情
報
提
供
を

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
。�

�

併
せ
て
、
有
事
の
際
、
避
難
場

所
の
標
識
設
置
を
早
急
に
進
め
る

べ
き
と
思
わ
れ
る
が
。�

　
　
　 

県
防
災
計
画
見
直
し
後
、

検
討
し
配
布
す
る
。�

�

有
事
の
際
の
避
難
場
所
の
表
示

に
よ
り
周
知
の
徹
底
を
進
め
た
い
。� ���

　  

自
然
を
中
心
と
し
た
農
業
体

験
を
含
め
た
生
涯
教
育
の
考
え
は
。�

�

町
の
自
然
、
人
を
中
心
に
資
源

を
生
か
し
、
文
化
を
愛
し
、
守
り

楽
し
む
人
々
の
誘
客
が
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
関
連
産
業
の
育
成
と

交
流
が
自
律
、
自
治
の
地
域
振
興

と
考
え
る
が
。�

　
　
　 

町
の
資
源
を
生
か
す
こ

と
は
同
感
で
あ
る
が
、
農
林
業
体

験
活
動
は
難
し
い
面
も
あ
り
、
観

光
や
健
康
づ
く
り
事
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
道
な
積
み
重
ね
の
中

で
発
展
さ
せ
た
い
。�

�

　
四
季
折
々
の
顔
が
見
え
る
、

農
林
観
光
関
連
産
業
発
展
に
は
通

信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
、
自
律
の

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
導
入
は
い
か
が
か
。�

�

　
　 

現
在
防
災
無
線
の
更
新

を
含
め
た
将
来
の
情
報
化
の
方
向

を
検
討
し
て
お
り
、
慎
重
に
検
討

を
加
え
早
い
機
会
に
方
向
づ
け
を

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。�

�

　
下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
と

繋
ぎ
込
み
、
料
金
体
系
に
つ
い
て
。�

�

　 

　
下
水
道
事
業
の
進
捗
状

況
は
順
調
に
推
移
し
、
新
年
度
も

２
地
区
を
計
画
し
て
い
る
。
繋
ぎ

込
み
は
全
体
で
55
％
の
状
況
で
、

早
め
の
繋
ぎ
込
み
を
お
願
い
し
、

上
水
道
、
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

も
近
隣
市
町
村
よ
り
安
く
算
定
し
、

そ
の
点
住
み
良
い
町
と
自
負
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

生涯教育の中に農業体験導入の考えは生涯教育の中に農業体験導入の考えは�生涯教育の中に農業体験導入の考えは�

樋 口　松 雄 議員�

富 沢　春 江 議員�

町長：町の資源を生かすことは同感だ�

問�問� 町
長�

問� 町
長�

町
長�

豊
か
な
自
然
環
境
を�

生
か
し
た
地
域
振
興
策
を�

���

　
　
町
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、

住
民
と
共
に
具
体
的
な
行
動
計
画

を
立
て
進
む
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
体
制
と
実
行
計
画
は
。�

　
　
　 

「
自
律
計
画
管
理
委
員
会
」

の
設
置
と
地
域
に
お
い
て
の
「
地

域
づ
く
り
協
議
会
」
設
置
を
検
討

す
る
。�

���

　
　
委
託
予
定
業
者
選
択
の
経
緯

と
基
準
。
今
後
の
町
の
対
応
は
。�

　
　
　 

経
緯
に
つ
い
て
は
す
で

に
説
明
済
み
で
あ
り
、
そ
の
後
地

元
説
明
等
進
め
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
教
育
的
目
的
の
た
め
に
、

「
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の
灯
り
は

消
さ
な
い
」
で
き
た
。
民
間
に
運

営
を
委
託
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は

強
く
要
望
し
て
あ
り
、
相
手
方
も

承
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小

学
・
中
学
・
高
校
生
の
ス
キ
ー
大

会
の
開
催
継
続
要
望
も
出
て
お
り
、

引
き
継
ぐ
と
回
答
し
て
い
る
。�

���

　
　
普
通
財
産
の
譲
渡
等
考
え
は
。�

　
　
　 

厳
し
い
財
政
事
情
の
な

か
、
管
理
経
費
が
か
か
る
物
は
も

ち
ろ
ん
、
有
効
活
用
を
考
え
な
が

ら
、
財
源
と
し
て
の
活
用
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。�

住民と協働の町づくり具体策は�住民と協働の町づくり具体策は�
町長：総務課主体とした進行管理体制整備�

問�問� 町
長�

町
長�

問�町
長�

計
画
で
終
わ
ら
せ
な
い�

た
め
の
具
体
策
は�

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南�

の
今
後
は�

行
政
の
ス
リ
ム
化
に�

向
け
て�

吉  野　　徹 議員�

中高一貫校中高一貫校  への対応をへの対応を�中高一貫校  への対応を�
教育長：継続 募集は難しい�

問�問�

町
長�

教
育
長�

中
高
一
貫
校
へ
の�

対
応�

情
報
提
供
を�

早い時期からの体験教育を�

世界一の眺望のスキー場�

柔軟な対応を望みたい。�
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���

　  

交
渉
順
位
決
定
の
着
眼
点
は
。�

　
　
　 

安
定
的
に
運
営
が
で
き

る
か
ど
う
か
や
、
現
状
の
運
営
内

容
は
観
光
一
辺
倒
で
あ
り
、
民
営

に
し
て
も
運
営
は
厳
し
い
の
で
現

有
機
能
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
新
た
な

事
業
部
門
が
決
定
に
大
き
く
影
響

し
た
。�

�
  

光
善
会
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
。�

　
　
　  

Ｕ
Ｆ
Ｊ
と
み
ず
ほ
。�

�
 

医
療
福
祉
施
設
と
観
光
施
設

と
の
並
行
運
営
に
つ
い
て
。�

　
　
　 

老
健
施
設
は
県
や
町
の

福
祉
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
３

年
後
位
か
ら
取
り
組
む
方
針
。
特

定
民
間
施
設
は
診
療
所
を
設
置
し
、

医
師
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

小
改
修
で
で
き
る
の
で
直
ち
に
、

取
り
組
め
る
だ
ろ
う
。
観
光
部
門

は
現
地
法
人
を
設
立
し
、
地
域
密

着
型
の
運
営
を
図
り
た
い
よ
う
だ
。�

�
  

賃
料
の
提
示
額
は
。�

�

　 
 

民
法
は
「
大
家
責
任
」

を
規
定
し
て
い
る
が
町
の
要
求
水

準
は
施
設
、
機
械
等
の
修
理
費
用

は
全
額
運
営
者
の
負
担
と
し
て
い

る
。
大
家
責
任
を
免
れ
る
た
め
に

は
賃
料
が
影
響
し
て
く
る
の
で
法

的
に
確
認
し
て
か
ら
賃
料
を
決
定

す
る
。�

�

な
お
、
基
本
協
定
締
結
の
後
、

施
設
整
備
関
係
や
人
員
配
置
計
画

等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
よ
り
確
実
性
の
高
い
事

業
収
支
計
画
を
立
て
、
法
的
に
問

題
の
残
ら
な
い
賃
料
決
定
の
た
め

現
段
階
で
公
表
は
で
き
な
い
。�

���

　  

４
月
か
ら
の
ペ
イ
オ
フ
全
面

解
禁
に
向
け
、
多
額
の
公
的
預
金

の
保
全
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
、

各
自
治
体
で
は
対
応
策
が
加
速
化

し
て
い
る
。
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

は
不
良
債
権
の
償
却
が
進
み
、
金

融
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
程
度
安
定
し

た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
金
融
・
経
済
は
生
き
物
で

あ
り
、
何
時
、
如
何
な
る
時
に
不

測
の
事
態
が
発
生
す
る
か
予
測
し

が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

万
全
を
期
す
こ
と
が
肝
要
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
安
全
・
高
利

回
り
の
公
共
債
「
利
付
国
債
」
や

政
府
保
証
債
等
の
運
用
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。�

��

　
　
　
　 

安
全
確
実
で
あ
る
た

め
に
は
、
元
本
割
れ
を
お
こ
さ
な

い
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
当

面
は
無
利
息
で
は
あ
る
が
、
全
額

保
証
さ
れ
る
決
済
用
預
金
で
対
応

し
た
い
。�

�

解
禁
後
の
景
気
動
向
、
金
融
情

勢
を
見
な
が
ら
確
実
有
利
な
運
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
。�

���

　  

金
融
機
関
の
デ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
よ
る
開
示
前
に
情
報
収

集
の
手
立
て
を
す
べ
き
と
思
う
が
。�

　
　
　
　 

大
変
難
し
い
問
題
で

あ
り
、
困
難
で
は
あ
る
が
、
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
で
注
視
し
た
い
。�

���

　  

新
潟
県
は
、
高
校
整
備
計
画

の
な
か
に
、
高
校
の
統
廃
合
、
職

業
高
校
の
削
減
、
中
高
一
貫
校
の

新
設
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
県
が

昨
年
、
併
設
型
中
高
一
貫
校
か
ら

中
等
教
育
学
校
設
置
の
方
向
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
で
津
南
高
校
が

募
集
停
止
と
な
り
、
来
年
か
ら
３

年
間
の
生
徒
は
全
員
町
外
の
高
校

に
進
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
と
な
る
。
町
内
生
徒
の
約
４
割

強
が
津
南
高
校
へ
進
学
し
て
い
る

の
で
、
募
集
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
県
は
１
学
級
増
や
す
と
言
っ

て
い
る
が
、
確
実
に
入
れ
る
の
か

と
い
う
不
安
の
声
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。�

�

　
　
　 

３
年
間
募
集
を
継
続

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
と
、
募
集

を
停
止
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

も
あ
る
。
県
は
学
区
内
に
全
員
の

進
学
枠
を
確
保
す
る
と
明
言
し
て

い
る
の
で
、
不
安
は
一
掃
し
て
ほ

し
い
。
柏
崎
市
で
昨
年
80
人
も
の

入
学
で
き
な
い
生
徒
が
で
た
こ
と

に
つ
い
て
、
心
配
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
ど
こ
の
高
校
を
受
け
て
も

合
格
で
き
る
か
、
そ
こ
の
問
題
で

あ
る
。
川
西
高
校
は
生
徒
も
減
っ

て
き
て
１
学
級
増
や
せ
ば
基
準
を

ク
リ
ア
す
る
の
で
、
学
級
増
が
考

え
ら
れ
る
。
定
員
枠
が
あ
る
か
ら

大
丈
夫
だ
と
い
う
安
易
な
進
路
指

導
を
す
る
と
、
柏
崎
の
よ
う
な
こ

と
が
こ
の
地
域
で
も
起
き
な
い
と

は
限
ら
な
い
。�

津南高校の募集継続を津南高校の募集継続を�津南高校の募集継続を�

藤ノ木 浩 子 議員�

教育長：募集を停止してほしい意見もある�

問�
全
員
町
外
の�

高
校
進
学
は
大
変
だ�

問�問�問� 町
長�

問�助
役�

助
役�

助
役� 賃

料
は
法
的
な
確
認�

を
し
て
決
定
す
る�

伊 林　康 男 議員�

ペイオフ全面解禁  に向け町の対応は�ペイオフ全面解禁  に向け町の対応は�
収入役：公金管理には  安全慎重な取り扱いを�

問�

問�

安
全
・
高
利
の�

公
共
債
の
運
用
は�

金
融
機
関
の
早
期
情
報�

収
集
の
手
立
て
を�

教
育
長�

収
入
役�

収
入
役�

資産管理は慎重に�

新体制でスタートを�

藤ノ木 富 有 議員�

グリーンピア購入はどうなる�グリーンピア購入はどうなる�
町長：光善会グループが運営に当たる予定�

津南高校最後の入学生となるのか�

15
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���

　   

久
し
く
教
育
の
危
機
が
い
わ

れ
る
な
か
、
政
府
・
与
党
は
教
育

基
本
法
を
「
改
正
」
す
る
と
し
て

教
育
基
本
法
改
正
協
議
会
を
設
置

し
「
中
間
報
告
」
を
発
表
し
た
。�

�

そ
の
内
容
は
憲
法
の
精
神
に
の

っ
と
っ
た
教
育
基
本
法
か
ら
普
通

教
育
の
文
言
を
削
除
し
、
義
務
教

育
の
目
的
を
国
家
の
た
め
の
義
務

に
す
り
替
え
、
一
方
、
愛
国
心
を

養
う
こ
と
を
教
育
の
目
標
に
法
文

化
し
、
教
育
内
容
に
行
政
権
力
が

介
入
す
る
こ
と
を
認
め
る
な
ど
教

基
法
を
根
本
か
ら
改
変
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
今
後
、
差
別
、
選
別
の
教
育
が

す
す
め
ら
れ
子
ど
も
達
が
さ
ら
に

苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

�

　
　
　
　
　
　
先
ず
中
間
報
告

は
ま
っ
た
く
の
タ
タ
キ
台
で
そ
れ

が
そ
の
ま
ゝ
法
律
に
な
る
こ
と
は

な
い
も
の
だ
。
現
行
教
基
法
か
ら

の
文
言
の
削
除
は
誤
解
を
招
く
お

そ
れ
も
あ
る
の
で
い
ま
ま
で
通
り

で
良
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、

義
務
教
育
の
す
り
替
え
も
な
い
し
、

教
育
行
政
の
介
入
に
よ
っ
て
戦
前

の
教
育
に
回
帰
す
る
こ
と
も
な
い
。

愛
国
心
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
心

の
問
題
で
あ
り
難
し
い
が
、
明
文

化
さ
れ
て
も
国
に
忠
誠
を
尽
く
す

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。�

�

改
正
論
議
に
つ
い
て
は
意
見
を

発
表
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。�

���

　  

自
律
に
向
け
た
町
づ
く
り
計

画
の
推
進
体
制
の
取
り
組
み
を
問

う
。�

�

　
　 

市
町
村
合
併
は
住
民
の

主
体
性
の
判
断
で
あ
る
べ
き
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
を
以
て
、
本
町
の

方
向
付
け
を
し
て
き
た
。
こ
の
方

向
付
け
を
新
た
な
出
発
の
機
会
と

位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
全
職
員
と

55
名
の
検
討
委
員
、
議
会
、
関
係

機
関
、
子
供
た
ち
等
多
く
の
方
々

の
真
剣
な
る
議
論
を
い
た
だ
き
、

新
生
津
南
町
の
自
律
に
向
け
た
町

づ
く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。�

�

平
成
17
年
度
を
自
律
元
年
と
位

置
づ
け
、
今
後
の
進
行
管
理
に
徹

底
し
た
住
民
と
協
働
し
て
見
直
し

を
繰
り
返
し
、
実
現
に
向
け
進
め

た
い
。�

　
「
町
政
は
住
民
の
た
め
に
の
み

あ
る
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
自
律
に

向
け
た
町
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ

て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。�

　
三
位
一
体
の
改
革
は
地
方
の
自

主
性
、
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
で
あ
る
。
国
か
ら
地
方
へ
の

国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止
縮
小
し
、

地
方
団
体
が
実
施
す
る
事
業
に
財

源
移
譲
し
、
地
方
団
体
の
自
由
な

る
財
源
と
、
地
域
に
あ
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
財
政
計
画
は
不
透
明
な
所

が
多
く
、
将
来
も
さ
ら
な
る
地
方

財
政
の
圧
縮
、
交
付
税
制
度
の
改

革
も
想
定
さ
れ
、
一
件
毎
に
厳
し

い
精
査
を
し
た
。�

自律に向けた町づくり町長の決意は自律に向けた町づくり町長の決意は�自律に向けた町づくり町長の決意は�

涌 井　幸 一 議員�

島 田　福 一 議員�

町長：「新たな町づくり」の理念と目標を基本�

問�町
長� 推

進
体
制
と
三
位
一
体�

改
革
と
財
政
計
画�

����

　
　
急
激
な
変
化
は
、
生
徒
に
リ

ス
ク
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
も
う
一

度
３
年
間
だ
け
募
集
す
る
よ
う
県

に
要
請
し
て
ほ
し
い
。�

�

　
　
　  

募
集
停
止
を
し
な
い

よ
う
要
望
し
て
い
る
が
、
県
は
、

効
果
の
発
現
等
で
独
立
型
を
目
指

し
て
い
る
。�

�
  

多
く
の
地
元
生
徒
か
ら
進
学

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
早
い
時
期

か
ら
の
意
識
付
け
を
考
え
て
は
。�

�

　
　
　  

目
的
意
識
を
持
た
せ

る
た
め
に
も
、
中
高
一
貫
校
は
良

い
機
会
に
な
る
。
先
生
か
ら
も
、

進
路
指
導
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。�

�

����

　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
取
得
に

つ
き
「
大
家
責
任
」
を
明
確
に
。�

�

　
　 

法
律
・
事
業
係
の
専
門

家
と
、
法
的
な
詰
め
を
し
、
「
大

家
責
任
」
を
免
れ
る
と
確
認
し
て

い
る
。
基
本
協
定
で
「
維
持
管
理
、

運
営
に
関
す
る
費
用
は
事
業
者
負

担
と
す
る
」
と
し
て
、
賃
貸
契
約

書
に
謳
う
。�

中高一貫校の説明時期は中高一貫校の説明時期は�中高一貫校の説明時期は�
教育長：早い時期での説明会開催を県に要請�

問�問�

問�助
役�

町
は
自
律
報
告
書
で�

３
年
間
の
募
集
を�

要
望
し
て
い
る
が�

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
の�

建
物
貸
し
付
け
で
の�

大
家
責
任
は�

大  口　　武 議員�

教育基本法教育基本法  「改正」「改正」を問うを問う�教育基本法  「改正」を問う�
町長：議論は必要  だが心配ないのでは�

問�教
育
委
員
長�

教
育
長�

教
育
長�

教
育
基
本
法
を�

実
質
化
す
る
教
育
を�

子供達の未来を「タイセツ」に�

職員自らの改修による天井や壁�

遊びと勉強を組み合せて�

17

一般質問
津南町議会だより

2005.4.14
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一般質問
津南町議会だより
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少子化対策に未婚率防止策を少子化対策に未婚率防止策を�少子化対策に未婚率防止策を�

根 津　勝 幸 議員�

町長：自信と誇りを持って自らを高めよ�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の�

作
成
を�

　
国
県
の
補
助
に
よ
り
、
リ
ハ
ビ

リ
教
室
等
で
活
用
す
る
車
の
購
入

を
決
定
し
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
で
は
、
県
の
認
可
保
育
所
運
営
費
負
担
金
の
減
２
、３
８
６

万
円
が
あ
り
ま
し
た
が
、
交
付
税
１
億
９
、２
４
７
万
１
千
円
が
追
加
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
１
、０
０
０
万
円
、
環
境
衛
生
施
設
整
備
基

金
積
立
金
１
億
円
の
積
み
立
て
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
も
７
、９
０
７
万
５
千
円
を
減
額
し
、
残
高
見
込
み
額

５
億
２
、５
４
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。�

���

　  

未
婚
率
の
上
昇
を
防
ぐ
こ
と

が
「
少
子
化
対
策
」
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
結
婚
相
談

事
業
の
成
果
も
十
分
と
言
い
難
い

と
聞
く
。
今
後
の
政
策
は
い
か
が

か
。�

�

　
　 

本
町
は
、
県
下
に
先
駆

け
て
結
婚
相
談
員
制
度
を
設
置
し

た
。
各
種
ふ
れ
あ
い
事
業
、
結
婚

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
近
年

は
成
果
が
下
が
り
気
味
で
あ
る
が
、

都
市
、
地
域
間
の
交
流
の
取
り
組

み
、
各
種
活
動
に
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
自
ら
が
積
極
的
に
取
り
組

み
に
参
加
す
る
こ
と
が
自
ら
を
高

め
、
友
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。�

�
 
 

「
縁
組
み
」
を
さ
れ
た
方
に

報
奨
金
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。�

　
　
　 

お
金
だ
け
で
や
る
と
、

縁
組
み
し
た
人
、
さ
れ
た
人
に
負

担
が
か
か
る
の
で
や
ら
な
い
。�

���

　  

な
だ
れ
、
土
砂
流
出
危
険
区

域
等
の
災
害
予
測
地
図
を
作
成
し
、

地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
た
「
減

災
社
会
」
の
構
築
を
考
え
る
が
い

か
が
か
。�

�

　
　 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
は
、
県
と
町
の
負
担
で
あ
る
。

な
だ
れ
、
土
砂
流
出
、
河
川
災
害

な
ど
一
枚
に
す
る
と
見
づ
ら
く
な

り
、
枚
数
が
多
い
と
予
算
も
か
か

る
の
で
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。�

問�

問� 問�

町
長�

町
長�

助
役�

町
の
人
口
増
加
に�

政
策
を 

災害が起きてからでは遅い�

平成16年度�

最終補正�
予算可決�

機
能
訓
練
送
迎
車�

購
入�

補
正
予
算
の
な
か
で�

条
例
制
定

例
制
定
・
廃
止�

条
例
制
定
・
廃
止�

３
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
の
制
定
、
改
正
、
廃
止
は
８
件
あ
り
、�

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

補
正（
後
）の
総
額�

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政�

調
整
基
金
の
条
例
制
定�

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な

事
業
運
営
に
資
す
る
た
め
に
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
事
業

運
営
に
資
す
る
た
め
、
処
分
の
柔

軟
な
対
応
と
積
立
額
の
明
確
化
を

規
定
し
た
財
政
機
能
を
有
す
る
基

金
条
例
を
制
定
し
、
国
民
健
康
保

険
給
付
準
備
金
条
例
を
廃
止
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。�

農
業
委
員
会
、委
員
の�

定
数
を
改
正   

　
津
南
町
農
業
委
員
の
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
条
例
の
な
か
「
16
人
」

を
「
14
人
」
に
改
正
し
ま
し
た
。

今
後
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
は
14

名
に
な
り
ま
す
。�

農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館�

の
条
例
の
一
部
を
改
正�

　
実
習
館
は
「
企
画
展
観
覧
料
、

体
験
学
習
料
及
び
使
用
料
」
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
改
正
に

よ
っ
て
廃
止
し
、
４
月
１
日
よ
り

「
入
館
料
、
体
験
学
習
料
」
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�

入
館
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

　
大
人
　
　
　
　
３
０
０
円�

�

　
中
学
生
以
下
　
２
０
０
円�

　
（
体
験
学
習
料
は
別
途
い
た
だ

き
ま
す
）
た
だ
し
、
町
長
が
特
別

必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
入
館
料
・

体
験
学
習
料
の
全
部
、
又
は
一
部

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

土
地
開
発
基
金
条
例�

の
廃
止�

　
苗
場
山
麓
開
発
事
業
、
マ
ウ
ン

テ
ン
パ
ー
ク
の
ゲ
レ
ン
デ
用
地
取

得
な
ど
目
的
を
果
た
し
た
こ
と
に

よ
り
、
廃
止
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

現
在
あ
る
現
金
（
１
、
５
１
６
万

４
千
円
）
は
、
17
年
度
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
、
土
地
（
１
５
０
、

０
９
８
㎡
）
は
町
の
公
有
財
産
に

移
管
致
し
ま
す
。�

ス
キ
ー
場
施
設
の
設
置
及
び�

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止�

　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー

場
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
例
を

賛
成
多
数
に
よ
り
廃
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。�

　
付
帯
し
て
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

条
例
も
廃
止
致
し
ま
し
た
。�

補正額� 総　額�

一　般　会　計�

総　合　計� 1億3,080万円�133億5,970万6千円�

▲2億1,414万5千円� 73億4,691万5千円�

980万円� 6,320万4千円�

18万2千円� 3億2,220万円�

1,631万4千円� 10億814万6千円�

▲66万5千円� 2億8,783万1千円�

▲1億1,821万8千円� 9億5,601万7千円�

──� 17億3,716万1千円�

▲26万4千円�

ス キ ー 場 会 計�

▲1億2,129万4千円� 19億6,439万6千円�津南病院事業会計�

小　　　計�

農業集落排水事業会計�

下水道事業会計�

簡 易 水 道 会 計�

介 護 保 険 会 計�

老 人 保 健 会 計�

特別会計�国民健康保険会計� 10億796万円�

8,334万5千円� 60億1,279万1千円�

19

条例改正
津南町議会だより

2005.4.14
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一般質問・16年度補正予算
津南町議会だより
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委員会委員会レポレポート�

意見書4件を国に提出�

滝沢和彦氏（60才）�

悠久の大地�

教
育
委
員
に�

　  

滝
沢
和
彦
氏�

【
滝
沢
和
彦
氏
略
歴
】�

　国は介護保険制度を見直しをし、国の負担を減

らすために、介護サービス利用を制限するなど、国

民の負担を増やし、高齢者家族の不安をかきたて

ている。従来の介護サービスの利用を保障するなど、

国庫負担を大幅に増額することを強く要望する。�

　
大
平
勝
實
氏
の
勇
退
に
よ
り
、

新
し
く
教
育
委
員
の
任
命
の
同
意

が
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。�

　
日
本
体
育
大
学
卒
業
、
中
里
村

立
中
里
中
学
校
長
、
津
南
町
立
津

南
中
学
校
長
、
津
南
町
教
育
振
興

会
長
を
歴
任�

人
　
事�

Pers
onne

l

サービス利用の制限や負担増などサービス利用の制限や負担増など�
介護保険の改革に反対し改善を求める。介護保険の改革に反対し改善を求める。�
サービス利用の制限や負担増など�
介護保険の改革に反対し改善を求める。�

　現行の被災者生活再建支援法は不十分であり、

改正して住宅本体の再建を支援の対象にすること

など、被災者すべてに支援が行き渡る制度にする

こと。主な店舗、工場、農作業場、農機具等が損壊

した場合の公的支援制度を作ることを強く要望する。�

被災者生活再建支援法の被災者生活再建支援法の�
改善等を求める。改善等を求める。�
被災者生活再建支援法の�
改善等を求める。�

意見書要旨� 意見書要旨�

　アメリカ政府の輸入再開を求める強い働きかけ

のもと、目視による月齢判定法を基本的に受け入れ

る方向で合意しているが、ＢＳＥを一掃することを

基本にした、日本の検査体制こそ世界に誇れるもの

であり、現行の検査体制を継続することと、日本と

同水準の検査体制が実施されない限り、アメリカ産

牛肉の輸入禁止を継続することを強く求める。�

全頭検査による万全な全頭検査による万全な�
ＢＳＥ対策の継続を求める。対策の継続を求める。�
全頭検査による万全な�
ＢＳＥ対策の継続を求める。�

　国家公務員の「地域別給与」制度が実施される

と大都市と地方の賃金格差が更に拡大することと

なる。地方自治体の財政への影響も避けられない。

よって、「給与構造の基本的見直し」をしないこ

とと、大都市と地方の格差是正を図る政策を進め、

地方自治体の必要な財政需要を担う財源確保を行

うことを要望する。�

国家公務員の国家公務員の「地域別給与」「地域別給与」への改革をへの改革を�
行わず、行わず、地方財政の確立と充実を求める。地方財政の確立と充実を求める。�
国家公務員の「地域別給与」への改革を�
行わず、地方財政の確立と充実を求める。�

意見書要旨� 意見書要旨�

議会より�

総
文
福
祉
常
任
委
員
会�

●
委
員
長
　
草  

津    

　
進�

教
育
委
員
会
と
の�

懇
談
会�

　
昨
年
震
災
直
後
の
11
月
10
日
に

町
建
築
協
議
会
と
の
懇
談
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
復
興
の
た
め
、

近
隣
市
町
村
へ
応
援
に
い
っ
て
居

ら
れ
る
方
々
と
の
懇
談
の
な
か
で

「
震
災
時
に
対
応
で
き
る
技
能
士

の
育
成
に
協
力
を
」
と
強
い
要
請

が
あ
り
感
銘
を
受
け
た
懇
談
会
で

あ
り
ま
し
た
。�

建
築
協
議
会
と
の�

懇
談
会�

　
栄
村
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

方
々
と
合
同
で
厳
し
い
冬
を
迎
え

る
震
災
後
の
道
路
状
況
調
査
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
国
道
４
０
５
号

秋
山
線
に
あ
る
17
年
度
上
部
完
成

予
定
の
大
赤
沢
地
内
境
橋
架
け
替

え
状
況
、
反
り
口
特
殊
改
良
工
事
、

16
年
度
竣
工
し
た
秋
山
北
線
の
現

地
調
査
等
を
視
察
致
し
ま
し
た
。�

栄
村
議
会
と
の�

道
路
調
査�

　
農
産
物
の
販
売
、
後
継
者
対
策
、

共
同
営
農
等
協
議
を
重
ね
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
（
環
境
共
生
型
農

業
）
の
す
す
め
、
食
農
教
育
の
実

施
、
農
業
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
津

南
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
協
議
致
し
ま

し
た
。� Ｊ

Ａ
津
南
町
と�

農
業
委
員
会
と
の�

懇
談
会�

　
道
路
除
雪
状
況
調
査
と
併
せ
、

道
路
改
良
進
捗
状
況
調
査
も
実
施

致
し
ま
し
た
。
大
雪
に
も
か
か
わ

ら
ず
各
地
域
の
道
路
除
雪
等
行
き

届
い
て
お
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
自
律
で
進
む
町
、
住
民
が
安

心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
に
一
層

関
係
者
の
方
々
の
恩
顧
を
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

道
路
除
雪
状
況�

調
査�

　
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
健

康
寿
命
を
延
ば
す
」
を
基
本
理
念

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
津
南

病
院
の
な
か
で
、
様
々
な
要
因
に

よ
っ
て
医
師
不
足
が
続
い
て
い
ま

す
。
医
師
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
町

民
が
安
心
し
て
住
め
る
町
と
し
て

の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

す
。� 津

南
病
院
長
と
の�

懇
談
会�

●寝たきり疾患を予防し、生涯にわたり�

　自立した生活を送れるようにする。�

●働き盛りの人たちに対し、生命に直結�

　する成人病を予防する。�

●町民の方々の医療費の負担を軽減で�

　きるようするとともに、健康づくりに�

　取り組みましょう。�

医療の目標�

境橋の工事の進捗状況の説明を受ける�

reportcommittee 委員会レポート�委員会レポート�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

●
委
員
長
　
吉  

野  

　  

徹�

　
中
高
一
貫
教
育
校
設
置
に
つ
い

て
を
教
育
委
員
会
と
の
懇
談
会
の

協
議
題
の
中
心
と
し
て
、
18
年
度

津
南
高
校
の
校
地
、
校
舎
を
使
用

し
て
の
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
る
な
か
で

の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
中
学

校
の
学
級
減
は
お
ろ
か
、
統
廃
合

も
生
じ
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま

す
。
時
間
が
無
い
な
か
で
の
設
置

で
多
く
の
問
題
点
が
投
げ
か
け
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
今
後
は
対
象
と

な
る
児
童
生
徒
は
勿
論
、
保
護
者

へ
の
周
知
を
早
期
に
計
画
す
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
す
。
早
急
に
情

報
収
集
、
広
報
啓
発
活
動
を
委
員

会
と
し
て
も
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。�
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私もひと言

　
昨
年
度
は
大
雨
洪
水
、
中
越
地
震
、

そ
し
て
年
明
け
か
ら
の
大
雪
と
大
変

な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
消
雪

の
遅
れ
に
よ
る
春
作
業
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

17
年
第
一
回
定
例
会
も
終
了
し
、

本
年
度
当
初
予
算
が
成
立
致
し
ま
し

た
。
三
位
一
体
の
改
革
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
る
な
か
で
の
予
算
編
成
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
生
津
南
町
自
律

に
向
け
た
町
づ
く
り
計
画
が
55
名
の

町
民
検
討
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
策
定
さ
れ
全
世
帯
へ
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
議
員
の
定
数
問
題
や
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
購
入
等
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
共
々

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
、
努
力

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　去る３月25日、小中学校の異動の公表がありま

した。私の娘が通っている上郷中学校で７年間指

導を行っていただいたある先生が、その対象とな

りました。娘はもとより、彼の教えた子供たちは

その日一日涙で暮れたそうです。駅伝、クロカン

で子供たちを鍛え、小中合同文化祭の実施、更に

は地域ぐるみでの文化祭への発展へ、そして何よ

り子供たちから慕われ続けた先生。その日の夜は

ＰＴＡ主催の彼の送別会。上郷での教え子たちか

らプレゼントされた正装を身にまとい、彼の涙は

止まることがありませんでした。そしてその教え

子たちの親も同様に。

 平成18年度より津南町には３つの中学校が存在

することになります。少子化の進む昨今、人口の

少ない町では検討せざる得ない事柄となるでしょ

うが、そんな時代だからこそ本当の意味での教育

を考えなければなりません。子供たちは地域の、

町のかけがえのない宝物です。未来のためにしな

ければならないことは何でしょうか？

 送別会も終わりを向かえ、ＰＴＡ総出で彼を胴

上げし、門出を祝いました。そして高校時代に応

援団長だった彼はお返しにエールを返してくれま

した。我々の胸に逞しく響く声で。

 「フレーフレー上郷ー」

 「フレーフレー上郷ー」

「別　れ」
中島　昌一さん

上　野

大井平

　私は、飯山市から津南町に嫁いで来て10年目に

なります。知らない所でとまどいもありましたが、

子供を通じてたくさんの知人ができ、今ではすっ

かり上野の住民となりました。大地の芸術祭で上

野にすてきな公園ができ、子供たちとお年寄りの

大切なふれあい広場になっています。

　津南には、たくさんの特産物がありますが、初

めて雪味にんじんを食べて、その味にビックリし

ました。にんじん嫌いの私にもすごく美味しく食

べられました。もっと津南の野菜、自然をアピー

ルすることが大切だと思います。そして、これか

らの津南をささえる若者に働く場所がたくさんで

きることを、お願いしたいです。

「津南町民になって」
津端美代子さん

シリーズ・町民の声

22

TSUNA

N
- M
A
C
H
I

20
05

A
P
R

この用紙は、再生紙を使用しています。
TM
この印刷物にはVOC（揮発性有機化合物）成分ゼロ、100％植物油型インキを使用しています。

編  

集  

後  

記


